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ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
洗
っ
て
、
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
て
か
ら
回
収
に
出
し
て
ね
！

２００４．７．２１ （７）

□問
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ご 

み 

ゼ 

ロ

　

セ
ン
タ
ー
の
理
念
に
賛
同
し
、　

歳
６０

以
上
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
毎

月
１
回
入
会
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。 会

員
に
な
る
た
め

会
員
に
な
る
た
め

に
は
に
は

　

雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き
方
で
就
業
保

障
・
お
金
の
保
障
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

働
く
（
就
業
）
こ
と
に
よ
り
実
績
に
応

じ
て
配
分
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、
電
話
を
お
か
け
下
さ
い
。
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
公
益
的
、

公
共
的
な
団
体
で
あ
り
、
責
任
を
持
っ

て
仕
事
を
お
引
き
受
け
し
ま
す
。
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
人
材
派
遣
で

は
な
く
、
ま
た
、
依
頼
主
と
仕
事
に
つ

く
会
員
と
の
間
に
雇
用
関
係
は
発
生
し

ま
せ
ん
。
な
お
、
危
険
・
有
害
な
仕
事

は
お
引
き
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

　

町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和　

年
３

５５

月
６
日
に
発
足
し
、
今
年
で
創
立　

周
年
を
迎
え
ま

２５

す
。
当
セ
ン
タ
ー
は
、　

歳
以
上
の
働
く
意
欲
を
持
っ

６０

た
元
気
な
方
を
構
成
員
と
し
、
一
般
家
庭
・
事
業
所
・

官
公
庁
か
ら
の
仕
事
を
請
負
い
、
会
員
の
希
望
に
沿
っ

た
仕
事
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
会

員
は
、
豊
か
な
経
験
と
知
識
で
、
お
互
い
に
協
力
し
助

け
合
っ
て
成
し
遂
げ
る
と
い
う
「
共
働
・
共
助
」
の
理

念
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

▲町内会での刃物研ぎ

会会
員員
のの
就就
業業
とと

配配
分分
金金

知
識
と
経
験
を
い
か
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
主
な
仕
事

●
技
術
を
必
要
と
す
る
分
野

・
ふ
す
ま
張
り

・
大
工
仕
事

・
ペ
ン
キ
塗
り

・
植
木
手
入
れ

・
和
洋
裁
等

地地
域域
社社
会会
にに
密密
着着
しし
たた

活活
動動
をを
しし
てて
いい
まま
すす

　

町
田
市
内
の
公
園
に
（
除
草
４
３
１

か
所
、
清
掃
１
７
５
か
所
）
昨
年
延
べ

７
４
４
７
人
の
会
員
が
就
業
し
ま
し

た
。

　

町
田
市
内　

か
所
の
町
内
会
や
団
地

６１

の
集
会
場
を
お
借
り
し
て
刃
物
研
ぎ
を

実
施
、
ま
た
月
初
に
は
セ
ン
タ
ー
で
も

実
施
。困ったときには、

まずシルバー人材
センターへお電話
をおかけ下さい。
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●
ご
家
庭
の
お
手
伝
い
（
家
事
援
助
）

●
屋
内
外
の
一
般
作
業

・
公
園
清
掃

・
除
草
、
草
刈

・
包
装
等

●
管
理
の
分
野

・
施
設
管
理

・
物
品
管
理

・
駐
車
場
管
理

・
自
転
車
管
理

●
そ
の
他

・
あ
て
名
書
き

・
賞
状
書
き

・
受
付
事
務

・
紙
す
き

　

今
、
警
察
署
等
で
一
番
多
い
相
談

は
、
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
書
が
送
ら

れ
て
く
る
「
架
空
請
求
」
で
す
。

【
請
求
の
方
法
】

●
は
が
き
で
の
請
求

　

「
債
権
取
り
立
て
」
「
最
終
通
告
お

支
払
い
の
お
願
い
」
等
の
表
題
で
ア
ダ

ル
ト
グ
ッ
ズ
サ
イ
ト
利
用
に
対
す
る
料

金
請
求
を
内
容
と
す
る
文
書
等
が
印
刷

さ
れ
、
振
込
み
先
銀
行
口
座
を
指
定
し

２
万
か
ら
数　

万
円
を
請
求
す
る
も
の

１０

で
す
。
最
近
シ
ー
ル
を
は
が
す
圧
着
式

の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

●
封
書
で
の
請
求

　

現
金
を
要
求
す
る
旨
と
現
金
書
留
を

同
封
し
た
封
書
を
送
り
つ
け
る
も
の
で

す
。

●
メ
ー
ル
で
の
請
求

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
「
有
料
サ

イ
ト
の
閲
覧
料
金
請
求
書
」
と
い
っ
た

メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
て
く
る
も
の
で

す
。
最
近
、
架
空
の
弁
護
士
や
法
律
事

務
所
等
の
名
を
か
た
り
、
債
務
整
理
を

装
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

・
身
に
覚
え
の
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、

支
払
う
必
要
が
な
い
の
で
請
求
に
応
じ

な
い
。

・
請
求
者
に
対
し
、
絶
対
に
個
人
情
報

（
氏
名
、
生
年
月
日
）
等
を
教
え
な

い
。

・
不
審
な
メ
ー
ル
は
開
か
な
い
、
返
信

し
な
い
。

・
毅
然
と
し
た
態
度
で
拒
否
し
、
一
切

の
請
求
は
無
視
、
相
手
に
連
絡
を
と
ら

な
い
。

・
業
者
が
押
し
か
け
て
来
た
り
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
緊
急
の
場
合
は
、
一
一
〇
番
す
る
。

ピ
ー
ポ
く
ん町

田
情
報

安
全
対
策
課
11
７
０
９
・
０
６
３
５

町
田
警
察
署
11
７
２
２
・
０
１
１
０

　

今
年
に
入
っ
て
小
学
生
に
対
す
る

「
声
か
け
連
れ
去
り
容
疑
事
案
」
は　
１１

件
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
５
件

は
、
子
ど
も
が
防
犯
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
し

て
事
な
き
を
得
て
い
ま
す
（
痴
漢
防
止

に
も
大
変
有
効
で
す
）
。

　

夏
休
み
を
前
に
、
お
子
さ
ん
に
は
防

犯
ブ
ザ
ー
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
特

に
小
さ
い
お
子
さ
ん
に
は
、
「
よ
い
子

の
約
束
」
を
繰
り
返
し
教
え
て
下
さ

い
。

仕
事
を
依
頼
す
る
に
は

仕
事
を
依
頼
す
る
に
は
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家 
の 
中

●
食
事
作
り

●
風
呂
掃
除

●
買
い
物　
　

●
掃
除

●
洗
濯

●
片
付
け

●
窓
拭
き　

●
電
球
等
取
替

●
換
気
扇
の
掃
除

家 
の 
外

●
散
歩
の
介
助

●
趣
味
の
お
相
手

●
庭
木
の
水
や
り

●
除
草

●
専
門
技
術
の
分
野

・
経
理
事
務

・
補
習
教
室

・
各
種
講
師

・
パ
ソ
コ
ン
操
作
等

・
絵
手
紙
等

●仕事の発注
●契約金の
　支払

●配分金の
　支払

●希望する
　職種の登録

●仕事の受注
●契約内容の
　履行

就業

●
サ
ー
ビ
ス
の
分
野

・
食
事
の
支
度

・
通
院
の
付
き
添
い

・
話
し
相
手
な
ど
の
福
祉
、

　

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
等

【
ご
意
見
・
ご
要
望
】

　

小
学
生
も
高
学
年
に
な
れ
ば
い
じ
め

の
問
題
な
ど
難
し
い
年
代
に
な
り
ま

す
。
少
人
数
制
学
級
で
あ
れ
ば
先
生
の

目
も
よ
く
届
き
、
子
ど
も
も
質
問
な
ど

し
易
い
よ
う
で
す
。
ま
し
て
新
１
年
生

が
少
人
数
が
い
い
の
は
先
生
の
負
担
や

　

広
報
広
聴
課
広
聴
係
（
市
民
相
談
室
）
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
市
政
に
関
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
、
「
市
長
へ
の
手
紙
」
や
「
要
望
」
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

２
０
０
３
年
度
下
半
期
（　

月
〜
３
月
）
の
間
に
寄
せ
ら
れ
た

１０

「
市
長
へ
の
手
紙
」
と
「
要
望
」
は
７
９
８
件
で
し
た
。
前
年
同

期
と
比
較
し
て　

件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

８７

市
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・
ご
要

市
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・
ご
要

望
と
そ
の
回
答
を
紹
介
し
ま
す

望
と
そ
の
回
答
を
紹
介
し
ま
す

子
ど
も
の
心
理
を
考
え
て
も
分
か
り
切

っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
の
で
少

人
数
制
学
級
の
要
望
を
か
な
え
て
下
さ

い
。

【
回
答
】

　

少
人
数
制
学
級
に
つ
い
て
は
小
・
中

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
か
ら
も
ご

要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

少
人
数
学
級
を
実
施
し
た
場
合
、
経

費
は
市
負
担
と
な
り
、
市
独
自
で
実
施

す
る
に
は
、
財
政
上
困
難
な
状
況
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
学
級
編
成
は
義
務
教
育

の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
基
本
的

に
国
や
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
実
施
す
べ

き
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
ご
意
見
・
ご
要
望
】　

　

市
役
所
に
出
向
い
て
納
税
し
に
行
き

ま
し
た
。
納
付
書
と
現
金
以
外
に
金
融

機
関
で
の
納
付
時
に
記
入
す
る
用
紙
に

も
記
入
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
ぜ
市
役
所
に
納
税
に
行
っ
て
金
融

機
関
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
市
役
所
の
各

種
証
明
書
等
の
出
納
業
務
は
金
融
機
関

で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
が
。

【
回
答
】

　

地
方
公
共
団
体
の
公
金
の
収
納
又
は

支
払
い
事
務
の
取
扱
い
は
、
昭
和　

年
３８

の
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
指
定
金

融
機
関
制
度
が
採
用
さ
れ
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
法
第
２
３
５
条
第
２
項
に

よ
り
、
「
市
町
村
は
、
政
令
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
金
融
機
関
を
指
定
し
て

市
町
村
の
公
金
の
収
納
又
は
支
払
の
事

務
を
取
り
扱
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
規
定
し
て
あ
り
、
町
田
市
に
お
い
て

も
指
定
金
融
機
関
を
し
て
公
金
の
収
納

又
は
支
払
い
の
事
務
を
取
り
扱
わ
せ
て

お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
方
自
治
法
施
行
令
第

１
６
８
条
第
４
項
に
よ
り
、
収
納
事
務

の
一
部
を
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
収

納
代
理
金
融
機
関
（
市
内
の
金
融
機
関

の
大
部
分
）
等
を
設
置
し
、
市
民
等
の

皆
様
が
で
き
る
だ
け
簡
便
に
公
金
の
支

払
い
等
が
で
き
る
よ
う
利
便
性
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
と
指
定
金
融
機
関
と

の
関
係
は
、
効
率
的
で
安
全
な
出
納
事

務
の
運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
金
融
会

計
事
務
の
専
門
家
た
る
金
融
機
関
に
公

金
の
収
納
と
支
払
い
を
取
り
扱
わ
せ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
市
役
所
だ
け
で

は
な
く
指
定
金
融
機
関
・
収
納
代
理
金

融
機
関
等
で
納
税
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
で
の
納
付
や

パ
ソ
コ
ン
等
に
よ
り
自
宅
か
ら
納
付
が

で
き
る
マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト
等
の
方
法

も
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
ご
意
見
・
ご
要
望
】

　

ア
パ
ー
ト
の
所
有
者
が
遠
方
の
方
な

の
で
気
に
な
ら
な
い
よ
う
で
す
が
ア
パ

ー
ト
の
壁
面
の
落
書
き
が
ひ
ど
い
状
態

で
す
。
市
役
所
の
方
で
所
有
者
に
連
絡

を
取
っ
て
も
ら
い
、
落
書
き
消
し
を
依

頼
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
補
助
が
出
る
と
助
か
り
ま
す
。

　

少
な
く
と
も
落
書
き
禁
止
の
掲
示
板

だ
け
で
も
掲
示
の
許
可
を
取
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
時
間
が
合

え
ば
、
落
書
き
消
し
等
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
落
書
き
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
落
書
き
し
て
も
捕
ま
ら
な
い
、
消

さ
れ
な
い
の
や
り
放
題
は
許
さ
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。
住
宅
街
は
商
店
街
と
異

な
り
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費
用
等
の

対
処
は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

　

美
し
い
町
田
の
住
宅
街
を
取
り
戻
す

た
め
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

【
回
答
】

　

具
体
的
な
処
理
方
法
と
し
て
、
い
く

つ
か
の
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
市
か
ら
建
物
の
オ
ー
ナ
ー
に
対
し

て
、
落
書
き
消
去
の
依
頼
や
指
導
を
行

う
こ
と
は
、
権
限
の
範
囲
を
超
え
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
落
書
き
禁
止
の
看
板

に
つ
い
て
も
、
書
く
方
は
分
か
っ
て
い

て
書
い
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
効
果
は

期
待
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
平
成　

年
度
の
予
算
で
自

１６

治
会
・
町
内
会
を
対
象
に
、
落
書
き
消

し
の
た
め
の
道
具
や
溶
剤
の
購
入
費

を
、
補
助
金
と
い
う
か
た
ち
で
支
給
す

べ
く
そ
の
準
備
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

申
請
の
方
法
・
時
期
等
に
つ
い
て
は
４

月
以
降
の
「
広
報
ま
ち
だ
」
に
掲
載
を

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

そ
の
際
は
ぜ
ひ
、
町
内
会
や
地
域
の

皆
様
の
お
力
で
落
書
き
を
な
く
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
、
お
願
い
す
る
次
第
で

す
。　

※
当
該
予
算
が
承
認
さ
れ
補
助
金
の
支

給
に
関
し
て
４
月　

日
号
の
「
広
報
ま

２１

ち
だ
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

件
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は
安
全
対
策

課
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７
０
９
・
０
６
３
５
へ
。

たくさんのご意見・ご要望
をお待ちしています

　「市長への手紙」は、専用ハガキを
市の施設に用意しています。また、Ｆ
ＡＸ（７２４・５１１１）、町田市ホームペ
ージ（http://www.city.machida.tokyo.
jp）上や電子メール（tegami_m@city.
machida.tokyo.jp）でも受け付けてい
ます。どうぞご利用下さい。
　「要望」は、市政に対するご意見を
文書で受け付けています。書式は問い
ませんが、町田市長あてでお願いしま
す。
※第三者の個人情報、誹謗中傷は送付
・送信しないで下さい。
□問 広報広聴課広聴係（市民相談室）
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「市長への手紙」と「要望」の受付件数の変遷�

2002年度�2001年度�2000年度�1999年度�

上半期　　　  下半期　　　  年度合計�
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2003年度�

557557

837837 938938761761

557 642642

789789 798798

642

837 789 938761 798

1559

1199

1626 1649 1627

711711711711711 829829 798798829 798

消費生活センターから

「
町
田
の
マ

チ
コ
」
で
す

２２００００３３年年度度のの
消消費費生生活活相相談談

　

２
０
０
３
年
度
の
消
費
生
活
相
談
件

数
は
急
増
し
、
総
数
は
５
１
９
１
件
、

昨
年
度
よ
り
１
４
４
２
件
増
で
す
。
原

因
は
い
わ
ゆ
る
不
当
請
求
・
架
空
請
求

の
増
加
で
、
全
国
的
な
傾
向
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
食
品
の
安
全
や
名
簿
情

報
流
出
事
件
等
の
消
費
者
問
題
が
ニ
ュ

ー
ス
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
が
、
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
は
、
契
約
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
上
位
を
占
め
て
い

ま
す
。
特
に
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
携
帯
電
話
に
関
連
し
た
相
談
が
目
立

ち
ま
す
。
ま
た
昨
年
は
近
く
の
旅
行
会

社
が
倒
産
し
、
旅
行
代
金
の
返
金
相
談

が
急
増
し
ま
し
た
。

主
な
相
談
の
傾
向
、
事
例

【
不
当
請
求
・
架
空
請
求
が
急
増
】

　

「
有
料
サ
イ
ト
利
用
料
金
が
未
納
と

い
う
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
」
、
「
携
帯
電

話
の
メ
ー
ル
に
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
料
金

の
請
求
が
来
た
」
等
の
相
談
が
急
増
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
、
身
に
覚
え
が

無
け
れ
ば
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
連
絡
を
す
る
と
相
手
に
個
人
情
報

を
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
絶
対
に

し
な
い
で
下
さ
い
。
内
容
は
携
帯
電
話

の
情
報
料
、
有
料
サ
イ
ト
料
金
、
ア
ダ

ル
ト
グ
ッ
ズ
代
と
称
す
る
も
の
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
、
ハ
ガ
キ
、
封
書
、
携
帯

電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
等
様
々
な
方
法
で
請

求
し
て
き
ま
す
。

【
サ
ラ
金
・
多
重
債
務
】

　

多
重
債
務
に
陥
り
、
返
済
で
き
な
く

な
っ
た
と
い
う
相
談
が
常
に
上
位
に
ラ

ン
ク
さ
れ
、
家
族
等
か
ら
も
、
業
者
か

ら
の
取
立
て
に
困
っ
て
い
る
と
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
証
人
に
な

っ
て
い
な
け
れ
ば
家
族
が
支
払
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
談
室
で
は
債
務
整

理
の
方
法
を
説
明
し
、
弁
護
士
会
の
法

律
相
談
等
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

【
賃
貸
住
宅
の
敷
金
返
還
】

　

引
越
し
の
際
の
敷
金
返
還
請
求
の
相

談
が
増
え
て
い
ま
す
。
退
去
時
の
「
原

状
回
復
」
に
つ
い
て
、
通
常
の
損
耗
に

よ
る
修
繕
費
用
は
大
家
の
負
担
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
土
交
通
省
の
「
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
具
体
的
事
例
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
納
得
で

き
な
い
点
を
交
渉
す
る
よ
う
助
言
し
て

い
ま
す
。

【
訪
問
販
売
等
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
】

　

「
近
所
の
工
事
の
つ
い
で
に
屋
根
や

下
水
管
を
点
検
し
て
あ
げ
る
」
、
「
羽

毛
布
団
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
あ
げ

る
」
と
訪
問
し
た
業
者
と
高
額
な
工
事

や
商
品
購
入
契
約
を
結
び
、
ト
ラ
ブ
ル

と
な
る
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
玄
関
を

開
け
る
前
に
用
件
を
確
認
し
、
必
要
な

け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
の
相
談
事
例

【
会
員
権
の
二
次
被
害
】

　

以
前
会
員
権
契
約
を
し
た
人
を
対
象

に
、
「
会
費
を
滞
納
し
て
い
る
の
で
解

約
し
て
あ
げ
る
」
と
い
っ
て
新
た
な
契

約
を
さ
せ
る
二
次
被
害
の
相
談
が
増
え

て
い
ま
す
。
過
去
の
契
約
と
は
関
係
が

な
い
の
で
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

【
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
】

　

外
国
為
替
証
拠
金
取
引
の
相
談
が
高

齢
者
を
中
心
に
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
証
拠
金
を
支
払
い
、
そ
の
何
十
倍
の

資
金
を
動
か
し
て
為
替
差
益
と
金
利
差

益
を
狙
う
投
機
的
取
引
の
こ
と
で
す
。

こ
の
仕
組
み
を
理
解
せ
ず
、
数
千
万
円

の
巨
額
な
損
失
を
被
る
人
も
い
ま
す
。

悪
質
な
業
者
も
多
く
、
ト
ラ
ブ
ル
が
多

発
し
た
た
め
、
金
融
庁
が
規
制
に
乗
り

出
し
ま
す
が
、
投
資
す
る
か
ら
に
は
基

本
的
な
仕
組
み
の
理
解
と
十
分
な
注
意

が
必
要
で
す
。

困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
相
談
室
へ

　

訪
問
販
売
等
で
契
約
し
た
場
合
、
契

約
日
か
ら
８
日
間
は
工
事
の
完
了
や
商

品
の
使
用
（
消
耗
品
は
除
く
）
と
は
関

係
無
く
、
無
条
件
で
解
約
で
き
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
し
ま

っ
た
、
店
舗
販
売
な
の
で
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
の
対
象
で
は
な
い
、
と
い
っ
た
と

き
で
も
販
売
方
法
や
契
約
書
に
問
題
が

あ
れ
ば
解
約
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
あ
き
ら
め
ず
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

「
う
ま
い
話
」
な
ど
そ
う
あ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
場
で
判
を
押

さ
ず
、
良
く
検
討
し
て
か
ら
契
約
し
て

も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
例
を
参
考

に
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。

※
相
談
は
専
用
電
話
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７
２
２
・
０
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０
１
へ
（
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
、
来
所
受
付
は

午
前
は　

時　

分
、
午
後
は
３
時　

分

１１

３０

４０

ま
で
）
。

□問
 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
11
７
２
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・
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２００３年度消費生活相談上位１０位（商品、サービス別）
前年度件数件　数内　　容順位
 ３１０１０４３電話情報提供サービス1
 ４６１ ５４４フリーローン・サラ金２
  ９１ ２８３オンライン情報サービス３
 １７２ ２０１賃貸アパート・借家４
 　７ １８３商品一般の不当請求５
 １３３ １６６住宅関連工事６
　３３　９９主催旅行サービス７
　５２　７２ふとん８
　８４　６９新聞９
　７０　６６内職・副業１０

過去５年間の相談件数推移

件数年度

２７０９１９９９

３０８４２０００

３１９５２００１

３７４９２００２

５１９１２００３

被被
害害
にに
遭遭
わわ
なな
いい
たた
めめ
にに
！！

急急
増増
すす
るる
「「
不不
正正
請請
求求
」」

ここ
どど
もも
をを
犯犯
罪罪
かか
らら
守守
るる

④
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
防
犯
ブ

ザ
ー
を
鳴
ら
し
た
り
「
た
す
け
て
」
と
叫
ぶ

①
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
い
か
な
い

②
ひ
と
り
で
遊
ば
な
い

③
出
か
け
る
時
は
う
ち
の
人
に
行
き
先

と
帰
る
時
間
を
言
う

下半期に多数寄せられたご意見・ご要望�
○庁舎移転問題に関すること�
○道路の整備・補修に関すること�
○ゴミの収集・処理に関すること�
○マンション建設計画に関すること�
○緑地保全に関すること�
○治安対策に関すること�
○私立学校・外国人学校生徒の保護者への補助金廃止に
関すること�
○市民病院に関すること�

▲薬師池公園内での除草作業


